
報告事項―心

(指導課 )

1    目 的

2主 な 内 容

8 配布及び公 開

町田市体力向上推進プラン (改訂版)について

・町田市の子どもたちの体力を向上させるため、学校、家庭・

地域ヾ教育委員会がそれぞれの役割を明確にし、相互に連
携しながら取り組むための指針として策定し、市内小 。中
学校全体で推進する。

・町田市教育プラン2019‐ 2023及 び学習指導要領の

改訂に伴い、それらの内容を踏まえ2018年度に策定し
た町甲市体力向上推進プランを改訂した。

○身に付けさせたい体力   下イ

生涯を通 じて、,ぃ も体も健康で、活力ある生活を営心ため

の力 「アクティブに生きる力」

○学校、家庭・地域、教育委員会の連携による体力向上
<学校の取組>     、'

取組 1 「体育科・保健体育科」の授業改善
丁  :

取組 ? 授業以外の活動のェ夫
|

取組 3 健康教育の推進   :   ―

<家庭 。地域 >の取組     i
取組 1 親子で二緒に運動できる機会づ くり

取組 2 日常的に運動できる環境づくり

・市内小中学校管理職 と教職員に配布する。
・町田市ホ

=ム
ページ 「まちだ子育てサイ ト」において公開

する。



町 田 市 力向上推 プラン

(?021年 3月改訂)

2021年 3月
町田市教育委員会

町田市体力向上推進委員会



1 町田市教育委員会の教育目標 日基本方針 1

2 町田市体力向上推進プランについて 2

(1)町田市体力向上推進プラン (町田つ子 アクティブ ロプロジェク ト)と は

(2)町田市教育プラン2019-2023と の関連

3 町 田 つ 子 に 身 に 付 け さ せ た い 「 体 力 」

Eロ ロ B■ 日 B口
i日

■ B日 口 日
4

4 学校、家庭 J地域、教育委員会の連携による体力向上

(1)学校、家庭 日地域t教育委員会の連携

(2)学校の取組

日取組 1 「`体育科」「保健体育科」の授業改善

日取組2 授業以外の活動の工夫

日取組3 健康教育の推進

巨その他の取組

(3)家庭 E地域の取組

日取組 1 親子で一緒に運動できる機会づくり

H取組2 日常的に運動できる環境づくり

日取組3 生活習慣の見直し日健康な体づくり

02020年 度 町田市体力向上推進委員名簿
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1 町田市教育委員会の教育目標・ 基本方針
町田市教育委員会は、日本国憲法及び教育基本法の精神を基盤とし、町田市子ども憲章

の趣旨を踏まえて、教育目標及び基本方針を定めています。

教育目標は、町田市教育委員会が育てようとする人間像と目指すべき社会を表すもので

す。基本方針は、教育目標を実現するための施策の指針であり、以下の4つを掲げていま

す。

教育目標

町田市教育委員会は、人権尊重の理念を基盤 とし、次代を担 う子 どもたちが、大きな

変化が予測されるこれからの社会の中において、夢や志をもち、自ら学び、自ら考え、
目標に向かってたくましく生きることのできる力を育むことを目指 します。

また、子 どもも大人も誰もが、生涯にわた り自ら学び、その成果を生かすことで、人
と人のつなが りを生み出していく地域社会の構築を目指 します。

夢や志をもち、未来を切り拓く町田っ子を育てる。

生涯にわたって自ら学び、互いに支え合うことができる地域社会を築く。

基本方針 I

学ぶ意欲を育て「生きる力」を伸ばす

基本方針Ⅲ

充実した教育環境を整備する

①新たな時代に必要な資質・能力を育み
ます。

②「生きる力」を町田ならではの取組に
より育みます。

①一人ひとりの能力・可能性を育てます。
②学校のマネジメントカを強化します。
③将来を見据えた学習環境の整備を進め
ます。

基本方針Ⅲ

家庭 口地域の教育力を高める

基本方針Ⅳ

生涯にわたる学習を支援する

①地域による学校への「支援」から「連

携・協働」への活動を発展させます。

②保護者の学びや育ちを支援します。

①一人ひとりの学習段階に応じた支援を
行います。

②学習を支える環境づくりを進めます。
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2 町田市体力向上推進プランについて

(1)町田市体力向、上推進プラン (町田つ子 アクティブ・プロジェ

ク ト)と は

「町田市体力向上推進プラン」通称 「町田つ子 アクティブ・プロジェクト」とは、
町田市の子どもたちの体力を向上させるため、学校、家庭 。地域、教育委員会がそれぞ

れの役割を明確にし、相互に連携しながら取り組むための指針としてまとめたものです。

(2)町田市教育 プラン2019-2023と の関連

O町田市教育プランとの関連について
町由帝教育委員会は、2019年 3月 に町田市の教育振興基本計画である「町田市教

育プラン2019-2023」 を策定しました。町田市教育プラン2019-2023
は、町田市教育委員会の「教育目標」と「基本方針」に沿つて進める教育施策をまとめ

たもので、4つの基本方針、14の施策、44の重ッ黒事業により構成しています。
.町田つ子の健やかな体の育成を図る体力向上策の推進については、これまでの取組に

よる成果や課題を踏まえ、次のとおり、町田市教育プラン2019-2023に 位置付

けています。
基本方針 I 学ぶ意欲を育て「生きる力」を伸ばす

施 策 3 生涯を通じて健やかに過ごせる体を育成する

重′煮事業 I-3-1 体力向上推進プランの改訂及び推進

重点事業 I■ 3-2 楽しく運動する機会の充実

重点事業 I-3-3 食育の推進
「町田市体力向上推進プラン (町田つ子 アクティブ・プロジェクト)」 は、町田市教

育プランを上位概念とし、これらの実現に向けて、これまでの体力向上策を充実、発展
させていきます。

O町田市教育 プラン 2019-2023に おける体力向上について

(町 田市教育 プラン 2019-2023よ り抜粋 )

基本方針 I 学ぶ意欲を育て「生きる力」を伸ばす

施 策 3 生涯を通じて健やかに過ごせる体を育成する

(現状と課題〉
。平均寿命の延びを背景に、正しい知識や生活習1慣を身に付けて、生涯にわたつて心

も体も健康であり続けることがますます重要となっています。
・ ライフスタイルや価値観の多様化に伴い、孤食や栄養摂取の偏りや睡眠不足などの

食生活 。生活習慣の問題が、子どもたちの基礎的な体づくりに影響を及ばしていま

す。
・ 子どもたちの体力・運動能力については、 1985年 をピークに、長期的な低下傾

向にあり、骨折をする子どもが増加するなど、体をコントロールする能力の低下も

指摘されています。
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〈施策の方向性〉

O家庭 B地域 日関係機関との連携により、食事を大切にする子どもを育てます。
O運動の楽しさや喜びを知り、運動に親しむ子どもを育てます。

重点事業 IT3-1 体力向上推進プラン (町田う子 アクティブ ロプロジェク ト)の
改訂及び推進

国の体力調査の結果などから、小 。中学校の児童・生徒の体力・運動能力の状況を分

析 し、体力向上推進プラン (町 田つ子 アクティブ・プ遺ジェク ト)を改訂 して、小 。中

学校全体で推進 します。

重点事業 I工 3… 2 楽 しく運動する機会の充実
・ 子 どもたちの運動への興味・意欲を高めるため、休み時間における運動遊びの充実

により、気軽に楽 しく運動する機会の充実に取 り組みます。
。子 どもたちが生涯を通 じて運動に親 しむきつかけを作るため、町田市を 6地区に分

けて、地区ごとに 「体力向上パフエアップDAY」 を開催 します。
・ 運動部活動の在 り方を見直 し、生涯スポーンにも取 り組める多様な場 となるような

仕組み作 りを進めていきます。
・ 運動を通 して、学校間の競技交流、競技力及び体力の向上を図るため、全小学校が

参加する小学校連合体育大会を開催 します。

重点事業 I-3-3 食育の推進
・ 食に関する正しい知識や望ましい食習慣、生活習慣への理解を深めるため、給食の

時間を中心に、教育活動全体で食育を推進していきます。
・ 地域の食文化や食の生産者への理解を促進するため、農業生産者との協働による給

食食材の地産地消の仕組み作りを進めていきます。
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3 町田っ子に身に付けさせたい「体力」
超高齢化社会を迎え、義務教育期間に限らず、生涯にわたって心も体も健康であり続け

ることは、活力ある生涯を送るために必要不可欠です。

町田市教育委員会では、町田市の子どもの現状を踏まえ、これからの社会を生きていく

子どもたちにとって必要な体力は、走る力や投げる力などの運動能力だけにとどまらず、

生涯を通 じて、心も体も健康で、活力ある生活を営むための力を身に付けることであると

考えました。

そこで、体力を以下のように定義 し、「体力向上」を推進 します。

生涯を通じて、心も体も健康で、活力ある生活を営むための力

与
アクティブに生きる力

子どもたちが運動の楽しさ、心地よさを感じ、日常生活の中で積極的に体を動かす姿
を目指し、「運動時間」の増加を目標の一つとしました。

「町田市教育プラン2019-2023」 においては、以下の日 を設定 しました。

4

運動を楽しむことができる児童・生徒

広 げ る

見つめる 心と体の健康を大切にすることができる児童・生徒

運動を日常生活に取 り入れるこ≧ができる児童・生徒◆

　

◆

町田市の目指す児童・生徒像

運動時間

(体育の授業以外)

【学校】
○休み時間や放課後

の体を動かす遊び
○部活動
○体育的活動

【家庭】

○各家庭での体を動

かす遊びを含んだ

活動

【スポーツクラブ等】

O個人で参加してい

るスポーツクラブ

等での活動

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において 「1週間の総運動時間が420分
以上 (1日 平均 1時間以上 )」 と回答する割合の向上

※ ?023年度の目標値は、2015年度～2017年度の最上位の都道府県の数値の平均と町田市の

平均の中間値としました。

↓

↓

↓

↓

40.0%
85,0%
60.0%

(2019年 度 )

51.9%
31.5%
77.6%
55,7%

(2023年度目標)

70,0%【小学校5年生男子】
【小学校5年生女子】
【中学校2年生男子】
【中学校2年生女子】



O運動習慣等調査の結果 (全国体力・運動能力、運動習慣等調査より)

【1週 の総運動時間 (2019 】
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′

【1週間の総運動時間にういての経年変化】
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4 学校、家庭・ 地域、教育委員会の連携による体力向上

(1)学校、家庭・地域、教育委員会の連携

学校、家庭 。地域、教育委員会が連携しながら推進します。

学校と

教育委員会の

連携 した取組

学校と

家庭・ 地域の

連携した取組

取組 3

健康教育の推進

取組 1

「体育科」「保健体育科」の

授業改善

取組 2

授業以外の活動の工夫

アクティブに生きるカ

家庭・ 地域と

教育委員会の

連携 した取組

取組 1

体力向上推進委員会の設置

取組 2

教員研修の充実

取組 3

町田市研究指定校の指定

取組 2

日常的に運動できる

環境づくり

家庭・ 地域

取組 1

親子で一緒に運動できる

機会づくり

′
取組 3

生活習慣の見直し

健康な体づくり

各種
―
機1関

ホームタウンチーム・大学・企業 等連携

連携
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(2)学校の取組

体力向上担当者を中心に、体力向上推進委員会及び小教研体育部、中教研保健体育部、

研究指定校で提案された内容や、学校・地域の特色を生かした独自の取組を推進します。

取組 1 「体育科」「保健体育科」の授業改善

以下の取組を通して、運動が苦手な子どもも体を動かす楽しさを味わい、自分の体のこ

とを適切に理解できる授業づくりを行います。

① 意欲や技能を高める「ウォーミングアップ」

の工夫
。主運動につながる準備運動の工夫

・学年、領域に合った運動の工夫

・音楽に合わせて友達と一緒に簡単な運動に取

り組むことを通して、運動が苦手な子どもも

楽しみながら必要な動きを身に付けることが

できるようにする。

② 9年間を見通 した 「体つくり運動」の充実
「体つくり運動」を充実させ、子どもたちに、体を動かす楽しさや心地よさを味わわせ

るとともに、自分の体と心を見つめ、健康や体力の状況に応じて体力を高めていこうとす

る態度を育てる。

・自ら進んで体力を高めることができるような活動の工夫
・「やってみたい」を引き出す活動の場の工夫

・運動の日常化につながる取組、実生活に生かす運動

③ ゴール型ゲ
=ム

「町田ボール」の実践 (小学校)

タグラグビーを基にした易 しいゴール型ゲ‐ム「町

田ボール」に取 俊組み、子 どもたちにボールを使つた

運動の楽 しさを味わわせるとともに、小学校高学年の

ボール運動、中学校の球技に必要な「ボール操作」や
「ボールを持たない時の動き」を身に付けさせます。

小学校高学年のボール運動、中学校の球技の系統性を

踏まえ、「ボールを持たない時の動き」を身に付ける

ことで、その動きを他の球技でも生かすことができ

ます。

また、ゲーム (試合)全体を見る目を育て、スポ

ーンを「観る」楽 しさを味わわせることで、生涯に

わたつて運動 (ス ポーツ)に親 しむ態度を養います。

「町田ボール」
攻めは、複数あるゴール (ケ ンステッ

プなど)の中でボールを持って走り込ん
だり、パスを受け取つたりしたら得点。

守 りは、パスが回らないようにタグを
取る。得点が入れば攻守を交代する。

小学校第 3学年の年間指導計画へ位
置付けている。
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④主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善

各学年の発達段階を配慮 し各領域 の

運動の特性を味わわせるとともに、一人

ひ とりに高ま りを実感 させ る授業づ く

りを行 うことで、運動を楽 しむことがで

きる児童・生徒、運動を楽 しみ進んで運

動に取 り組もうとする児童・生徒を育成

します。

・技能の高ま りを実感 させる指導の工夫

(単元指導計画の構成、場の工夫など)

・シェア リングの工夫

(情報の共有化、学び合い )

・学習カー ドの充実

活動内容 高まりを実慰 させる場面

①集合・整列・挨拶
②学習の流れ

めあての確認
③場の準備
④準備運動・補助運動
⑤活動 I

⑥シェアリング I

⑦活動‖
③整理運動
③シェアリング‖
⑩片付け

3歩のリズムで走れるようにな,たから、今日の自
分のめあてはrなるぺく1臣く差り選す1にしよう。

1歩A― ドル1ま連続で3回までしかできなかつたけ

ど、今日は6国できた。リズムがとれるようになつた。

φ レツトを見声ぶがら、「なるぺ(ハート,レから違いと
こうで踏み4夏 lるといいよ」と友達にアド

'(イ

スをも
うつたらできるようになつた。,グレツトを見て、自分
のユもきが変わつたのがわかうたから上手になつたこ
とが漢感できた。      ′

みんなの前でお手本を見せてできたとき、周りの茂

達や先生からほめてもらつた。

【1単位時間の中で高まりを実感できる

授業モデル (ハードル走)】

と.a一

シェア リングの工夫 学習カー ドの充実 つなが リボー ドの活用

町田市スタンダー ド～授業をデザインする 8つの取組～

授業をデザインする 8つの取組を活かした授業の展開の工夫

認め合い い学び合う集団形成 見通しをもたせる導入

発間の工夫 価値ある対話の共有

思考ツール (図やチャー ト)の活用 lCT機器の活用

構造的な板書とノー ト指導 振り返りの設定

9



取組 2 授業以外の活動の工夫

これまで行つてきた 「一校一取組運動」 (「 一学級一実践」を含む)を さらに充実させ、

朝の時間や休み時間、部活動等を利用 して、体を楽 しく動かす活動の推進や場の工夫を行

います。子 どもたちが運動・スポーツに親 しめるような環境づ くりを通 して、運動の楽 し

さや心地よさを授業以外の活動でも味わわせ、運動・スポーツの 日常化を図ります。

― |■  ・

修 ■
ラダー走 的当てゲーム ケンパ

固定施設を使った運動遊び (3色に塗 り分けて挑戦意欲を高める工夫例 ) 投カアップ

ボール蹴 り遊び 垂直眺び

Ц

体力向上コーナーの設置 (握力 ) 体カテス トの結果、学校の課題、

学校の目標値を掲示

ミニ綱引きの活用

Fj‐
斎干姜

=黙

き綱ニ
ヽヽ
ヽ

ぶ４」▼ｒｉＨ麟ョ
　〕

サンカ~部の活動
10

バ レーボール部の活動



取組 3 健康教育の推進

① 保健教育の充実

子どもたちが、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善していく資質や能力を育成
する保健教育を進めていきます。また、身近な生活における健康に関する知識を身に付け
ることや必要な情報を収集し、適切な意思決定や行動選択を行い、積極的に健康な生活を
実践することのできる資質・能力を育成します。学校だけでなく家庭と連携することで、
取組を生活に生かそうとする態度を養います。

○運動領域 と保健領域を関連させた指導

運動と健康が密接に関連 していることについて具体的な考えがもてるように指導 し
ていき、自分の運勃習慣 と生活習慣を見つめ、健康的な生活を送ろ うとする態度を養
います。

○各教科等の特質を生か した横断的な指導

子 どもたちの発達の特性や教育活動の特性を踏まえて、保健領域、特別活動、総合
的な学習の時間など関連する教科がそれぞれの特質に応 じて行われた上で、相互を関
連付けて指導 していきます。

鳥

喧攀

客

保健領域 (む し歯の予防)

学校保健委員会での児童による発表

おはしの持ち方 歯磨き指導

発表後のPTAか らの感想    学校医による指導講評

養護教諭による保健指導

‐
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② 食育
「食に関する指導の手引 (平成 31年 3月 文部科学省)」

「第 3次食育推進基本計画 (平

成 28年 3月 内閣府)」
「第 2次町田市食育推進計画 (2019年 3月 )」 を踏まえて分

類した「健康」「食の循環や環境」「食文化」の 3つのテーヤを通して、児童・生徒が食

に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、生涯にわたつて健やかな心身と豊か

な人間性を育んでいくための基礎を身に付けられるようにします。

レシピコンテス ト 健康教育 (食育)

「身体づくりと食べること」
管理栄養士による特別授業 食育の本コーナー

※ 町田市立中学校朝食レシピコンテスト
「自分で料理することの楽しさ」や「食生活の大切さ」を改めて考え、食について興

味をもてるようにすることや、食への関心を高め、中学生に必要な栄養やバランスの

良い食事について理解を深めることなどを目的として、開催しています。

その他の取組

① 各種大会の開催 。参加

学校間で運動を通して交流したり、競技したりすることによって、運動することへの意

識を高めます。また、競技することを通して、自校や他校の友達を応援することや、互い

に認め合い、励まし合うことなどによって、健全なスポーン精神を養います。

□小学校連合体育大会  □中学校連合体育大会  □こどもマラノン大会

② 家庭への発信

学校便りやホームページ、公開授業等を通して、学校における体力向上の取組を家庭に

向けて積極的に発信し、家庭の体力に対する意識の向上や、運動の習慣化を図ります。

Ｊ

き

●
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(3)家庭・地域の取組

全国体力・運動能力(運動習慣等調査の結果から、町田市の子 どもたちは、 1週間の総

運動時間が全国の平均と比べて短い傾向がありました。

家庭・地域においても、学校からの情報や町田市教育委員会発行「町田つ子 アクティブ・

カィンダー」等を活用 して運動習慣や健康的な生活習慣の確立を図ります。

取組 1 親子で一緒に運動できる機会づくり

トレーニングのようにハー ドな運動を無理矢理に行わせるのではなく、親自身が運動を
楽しむ姿を子どもに見せたり、親子で楽しく会話をしながら二緒に体を動かしたりするこ

とで、運動が苦手な子ども、運動への意欲が低い子どもも、体を動かす楽しさ。心地よさ
を感じられる機会を積極的につくることが大切です。

家庭との連携 (親子体カテス ト)

※地区ごとの体力向上パワーアンプ DAYの開催 (第 1地区開催の様子)

子どもたちが学校・家庭・地域において、楽しく運動やスポーンに取り組み、生涯

を通じて運動に親しむきつかけをつくるため、地区ごとに未就学児や小学生と保護者

の方を主な対象として、運動体験イベントを開催しています。

取組 2 日常的に運動できる環境づくり

体操や散歩など、毎日の日課としてできることに取り組むことが運動(ア)習慣化につなが

ると考えます。また、特別に時間を設定することが難しい場合でも、例えば、家庭ででき
る運動例や運動のポイントなどについて記載した資料を各家庭に配布するなど、日常生活
の中で、できる限り体を動かせるような環境をつくることが大切です。

‐13‐



※「町田つ子 アクティブ・カレンダー」の作成・配布

家庭で手軽にできる運動例や運動のポイント、基本的な生活習慣や食生活、町田市の

運動・スポーツに関する情報などを紹介し、家庭や地域において運動に親しもうとする

意識を高めることを目的に、「町田つ子 アクティブ。カレンダー」を作成し、市内全小・

中学校の家庭に配布します。

取組3 生活習慣の見直し・健康な体づくり

「適切な運動」に「調和の取れた食事」「十分な休養 。睡眠」を加え、「健康 3原則」と
言われています。子どもの生活習慣全体を適切なものにするために家庭の果たすべき役割
は非常に大きく、各家庭において、親も子どもも守るべき生活習慣についてのきまりをつ

くるなど、積極的に子どもの生活習慣の見直し・健康な体づくりに取り組むことが重要で

す。コロナ禍における家庭での取組としても活用することができます。

〈生活習慣についてのきまりをつくる際のポイン ト〉

○定期的に適度な運動をすること。

O栄養バランスの取れた食事をとること。

O毎 日朝食をしつか りとること。

O家族一緒に楽 しく食事する機会を積極的にもつこと。

O早寝早起きの習慣をつけること。

(質量ともに十分な睡眠は体の発育や生活 リズムの確立に大切である。テ レビやゲーム

などに過度にのめ り込まないようにする。)

【コロナ禍における家庭での体力向上実践例 (家庭・地域との連携)】

・保護者 と一緒にできる運動の紹介

レ ン 生 の

・げんきもりもリウィークの実施

取り組んだ感想をかきましふう。

C》 く足の指をつかう運動〉
指 の ス トレッチ をして か ら
ど れ か 1つ選 ん で や ろう こ

F

, と二を譲建第

圭 ′
=主

ます (足 の ア ー
テ )を帝 て た り、,翠き 増
を改 榛 す るに は い う しヽ
ろな 足 毎 の 選 動 が 大 切
で す 。足 の 増 を 患 れ し
て動 か して み ま しよう。

状よ町二体燥〉
「勇気 100%」 の歌 をうたいなが ら、しつかり体 を動 かそう

あぷない縄所でなしヽか確駿してからやりましよう。

よくがんば りました |

1 言,Aの 薫―え

わ くわ くカレンダ ー
運 動 編

毎 日 ★ ◎ ◇ をつ づ :ナて 、
3つで き た ら足 型 に 色 をぬ ろう

'

|::

T茸元町f・ tt rt,1 4逮 }竿 ,す
=

II!'■ |.

◇  (Let's YOCハ
どれか 1つ選 んでやろt

ゆつくり鼻で呼 唾 をしながら、
きもぢがおぢついて くるのを感しよ

=
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所 属 氏名 (敬称略)

顧  問 国士舘大学文学部教育学科 教授 細越 淳二

委 員 町田第二小学校 校長 貝原 俊明

委 員 南第一小学校 校長 清水 淳

委 貝 小山中央小学校 校長 岡部 「ひとみ

委 員 南中学校 校長 薄井 忍

委 員 忠生中学校 校長 橋本 顕嗣

委 員 町田第二小学校 主任教諭 小林 聖広

委 員 金井小学校 主任教諭 窪田 純

委 員 図師小学校 主幹教諭 佐藤 孝

委 員 町田第一中学校 主幹教諭 河野 龍

委 員 つ くし野中学校 主任教諭 柴田 拓也

委 員 薬師中学校 主幹教諭 中島 武

事務局

学校教育部 指導室長兼指導課長 小池 木綿子

学校教育部指導課 統括指導主事 宇野 賢悟

学校教育部指導課 指導主事 谷山 優司

学校教育部指導課 指導主事 高木 孝輔

学校教育部指導課 指導主事 末原 久志

学校教育部指導課 指導主事 新井 1石

学校教育部指導課 指導主事 飯島 明理

2020年 度 体力向上推進委員名簿
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